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宍
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一
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―

Ｉｎ

宇
治
市
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
一

日
に
宇
治
町
、
東
宇
治
町
、
杭
島
村

小
倉
村
、
大
久
保
村
の
五
ヵ
町
村
が

合
併
し
、
府
下
第
五
番
目
の
市
と
し

Ｅ
一
二

い
Ｉ
Ｕ

‥
屁
‥

▽
・
：
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
書
案
の
縦
覧
・
：
△

▽
・
：
か
。
三
月
十
‐
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
意
見
・
：
△

▽
・
：
や
質
問
な
ど
、
意
見
占
の
提
出
か
で
き
る
こ
：
ム

▽
…
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
・
：
△

住
民
参
加
が
基
本

て
ほ
生
―
。

そ
の
時
の
こ
と
が
「
宇
治
市
史
」

第
四
巻
に
、
「
昭
和
二
十
六
年
＝
万

一
日
。
そ
の
日
の
町
は
わ
さ
か
え
っ

て
い
た
。
い
ろ
い

ろ
の
曲
折
を
の
り

こ
え
て
、
念
願
の
新
し
い
ま
ち
『
宇

洽
市
』
が
誕
生
し
、
…
…
…
…
…
…

早
刺
、
唱
の
島
に
打
ち
１
げ
ら
れ
た

祝
賀
花
火
の
ａ
音
一
発
。
こ
れ
に
よ

。
・
て
、
仝
住
民
は
『
新
し
い
市
氏
J
I

と
な
っ
た
剛
象
を
深
く
刻
み
こ
ま
れ

環境影響評価の手続き

建
設
省
と
日
本
m
公
団
か
ら
近

畿
圏
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
、
国

道
１
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
な
る
京
滋

パ
イ
バ
t
＜
整
備
計
画
が
発
表
さ
れ
た

の
が
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十

四
日
１
。

宇
治
市
で
は
、
こ
の
整
備
計
画
が

自
然
環
塊
や
社
会
Ｕ
塊
に
及
ぼ
す
影

響
の
程
度
と
範
囲
、
そ
の
防
止
策
な

ど
m
･
ｓ
に
評
ぶ
す
る
た
め
、
京
滋

バ
イ
パ
ス
環
境
対
策
協
議
会
に
諮
問

す
る
と
と
も
に
、
建
設
省
と
日
本
道

路
公
団
が
事
茉
者
責
任
で
京
滋
バ
イ

パ
盃
’
垣
影
響
評
価
を
実
施
す
る
よ

▲
’
・模

型
を
前
に
市
側
か
ら
説
明

を
受
け
る
議
会
の
京
滋
バ
イ

パ
ス
対
策
特
別
委
員
会
（
１

月
1
6
ロ
の
同
委
員
公
で
）

を
昭
和
五
十
年
に
策
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
総
合
計
画
を
具
休
化
ず
る

ｍ
一
次
三
ヵ
年
の
実
施
計
画
が
五
十

五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
実

施
計
■
Ⅲ
は
行
政
運
営
や
予
算
編
成
の

指
標
と
な
■
■
Ｑ
ｍ
>
＾
で
、
集
会
所
や
巾

み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
に

合
併
後
、
間
も

な
い
こ
ろ
の
議

会
風
景
（
市
史

第
Ｈ
在
か
ら
）

評
価
書
案
を

地
域
で
も
説
明

人
口
増
加
と
と

も
に
大
き
く
変

わ
る
住
宅
地
（

宇
治
大
谷
で
）

３
月
１
日
市
制
施
行
記
念
日

た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

り
日
、
こ
十
九
回
目
の
市
制
励
行
記

念
日
を
む
か
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
ｐ
’
市
で
は
、
計
山
的
な

街
づ
く
り
を
ｙ
す
め
る
た
め
、
市
艮

参
加
に
よ
■
’
３
「
宇
治
市
総
合
計
画
」

民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
少
年
山
の
ぶ
、

火
葬
場
な
ど
の
建
殴
を
は
じ
め
多
く

の
靉
胡
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
り
よ
’
つ
に
。
み
ど
ｓ
^
＾
ａ
か
な
住

み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
｝
巾
。

の
爽
現
に
む
け
て
動
き
だ
そ
う
と
し

て
い
ま
ず
。
現
在

ま
で
の
宇
治
市
の

あ
ゆ
ん
で
き
た
歴
史
を
ふ
り
か
え
り

今
後
を
展
望
す
る
も
の
で
、
ま
さ
に

今
年
は
「
宇
治
市
の
百
年
の
計
を
た

て
る
年
」
と
位
ａ
づ
け
ら
れ
ま
す
。

準
公
聴
会
の

開
催
も

そ
し
て
、
宇
治
の
庫
史
を
大
切
に

。
豊
か
な
ふ
る
さ
と
宇
治
市
。
■
■
＆
'
つ

く
･
＼
Ｊ
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
一
而
に
関
連
記
事
）

３
月
1
0
日
か
ら

3
0
日
間
の
縦
覧

縦
覧
の
要
領

◇
と
こ
ろ
・
・
・
市
庁
合
玄
関
横
の
京
滋

バ
イ
パ
ス
コ
ー
ナ
ー

◇
と
き
Ｉ
：
昭
和
5
5
年
３
月
1
0
日
（

月
）
か
ら
４
月
８
日
（
火
）
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◇
意
見
轡
の
従
出
期
間
・
・
・
３
月
1
0
日

（
月
）
か
ら
４
月
2
3
日
（
水
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
環
境

保
全
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

三の間
春
の
風
に
の
っ

て
梅
の
香
が
流
れ

て
来
る
。
ど
こ
か

に
梅
の
木
が
あ
る

の
か
な
と
、
見
回

す
と
垣
根
越
し
に

ち
ら
ほ
ら
花
が
見

え
る
。
ど
こ
か
で
鶯
（
う
ぐ
い
す
）

の
声
が
聞
え
る
。
の
ど
か
な
春
の
ひ

と
と
き
▼
今
日
は
三
月
一
日
。
宇
治

市
が
誕
生
し
た
日
で
あ
る
。
梅
の
香

と
と
も
に
生
れ
て
、
二
十
九
年
が
過

ぎ
た
。
当
時
三
万
八
千
人
で
あ
っ
た

人
口
兌
「
で
は
十
五
万
人
を
越
え
、

限
り
な
く
発
展
し
つ
づ
け
て
い
る
。

う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
、

初
代
山
崎
市
長
さ
ん
始
め
池
本
、
新

庄
、
田
川
、
渡
辺
各
市
長
さ
ん
方
の

大
き
な
ご
尽
力
、
そ
し
て
初
代
小
山

議
長
さ
ん
始
め
田
中
（
定
）
ヽ
、
岩
井

和
田
、
脇
田
、
松
下
、
小
永
井
、
上

田
、
坂
田
、
飛
田
、
池
本
、
田
中
（

清
）
、
野
上
、
竹
林
の
各
議
長
さ
ん

ほ
か
多
く
の
議
員
さ
ん
方
の
ご
努
力

に
対
し
心
か
ら
深
く
感
謝
を
捧
げ
た

い
▼
ふ
屏
の
年
十
二
月
「
市
政
だ
よ

り
」
第
一
号
が
発
刊
。
宇
治
市
の
歴

ぼ
四
回
回
護
良
一

を
数
え
た
。
こ
の
間
、
二
十
八
年
の

水
害
に
よ
る
隠
元
橋
の
流
出
や
台
風

十
三
号
に
よ
る
宇
治
川
の
決
壊
。
三

十
一
年
の
財
堅
旱
再
建
、
三
十
二

年
対
鳳
庵
開
設
、
三
十
七
年
城
南
衛

生
管
理
組
合
結
成
、
三
十
八
年
新
庁

舎
落
成
、
三
十
九
年
天
ケ
瀬
ダ
ム
竣

工
、
四
十
年
代
か
ら
各
年
に
わ
た
る

幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
・
中
学
校
新

設
や
増
築
。
そ
し
て
、
同
和
問
題
の

解
決
と
福
祉
の
街
づ
く
り
へ
の
対
策

強
化
等
。
二
十
九
年
間
の
宇
治
の
歴

史
を
鳳
み
る
と
き
、
そ
こ
に
全
市
民

あ
げ
て
の
協
力
が
あ
る
の
を
感
ず
る

▼
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
京
都

府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
の
事
業
も

始
動
し
た
。
総
ふ
扁
祉
会
館
、
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
、
観
光
セ
ン
タ
ー
、

一一

京
滋
バ
イ
。
父
、
宇
治
川
改
修
な
ど
Ｉ

多
く
の
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。
偉
一

大
な
先
輩
の
功
績
を
う
け
つ
い
で
こ

Ｉ

し
1
1
1
1
1
J
’
Ｉ
Ｉ
’
1
1
4
け
Ｌ
４
‐
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
ｉ
’
Ｉ
’

れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
全
市
を
あ

げ
て
巡
め
て
ま
い
り
た
い
と
強
く
念

じ
て
い
る
▼
梅
の
花
が
散
る
と
、
や

す
ら
ぎ
の
ふ
る
壱
単
治
は
花
ざ
か

り
の
■
吏
川
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
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Ｉ９
ｇ
ぐ行丿月Ｑ

ｕ
匹ｍ作１りよで″ｍ｀″揚１郷

ｐ
Ｏ
ｎ
乙
只
》

今
回
は
消
費
生
活
モ
｛
一
タ
ー
Ｄ
グ

ル
ー
プ
の
調
査
・
研
冗
の
結
果
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇

私
た
ち
は
、
食
品
添
加
物
の
種
類

や
性
質
を
よ
く
知
り
、
安
全
な
食
生

活
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
を
考
え
た
い
と
、
こ
の

テ
ー
マ
を
選
ぴ
ま
し
た
。

主
な
食
品
添
加
物
と

使
用
例

下
表
参
照
。

安
全
性
の
確
認

現
在
、
食
品
添
加
物
の
安
全
性
を

砲
か
め
る
た
め
に
、
急
性
・
慢
性
毒

性
試
験
、
生
物
学
的
毒
性
試
験
、
遺

伝
学
的
安
全
試
験
が
公
的
機
関
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

＠

代
表
的
な食

品
添
加
物
の
現
状

Λ
合
成
保
存
料
＞
・

細
菌
の
発
育
を
抑
え
、
繁
殖
を
防

ぐ
た
め
に
信
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
添

突
然
変
異
を
誘
発
す
る
物
質
に
変
身

す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
ん
き
つ
類
の
表
皮
の
防

か
ぴ
用
と
し
て
徳
用
さ
れ
る
Ｏ
Ｐ
Ｐ

■
>
3
>
ａ
色
体
異
常
を
お
こ
す
危
険
あ
り

と
し
て
、
警
告
が
発
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

＜
合
成
着
色
料
＞

食
品
衛
生
法
で
十
一
租
の
タ
ー
ル

食
品
添
加
物
の
毒
性

同
じ
食
品
を
食
べ
続
け
な
い
こ
と

加
物
の
な
か
で
は
、
か
な
り
毒
性
の

強
い
部
類
に
属
し
、
使
用
で
き
る
食

品
や
分
量
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ソ
ル
ビ
ン
酸
は
、
脂
肪
酸
の
一
租

で
安
全
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
胃
液
に
似
た
塩
酸
の
中
で
発

泡
剤
の
亜
硝
酸
ナ
ト
＝
＼
ｔ
＼
ム
と
一
緒

に
な
る
と
化
学
反
応
を
お
こ
し
て
、

系
色
素
が
吽
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ

ー
ル
系
色
素
は
＝
Ｉ
ル
タ
ー
ル
か
ら

合
成
、
着
色
力
が
強
く
色
i
≪
Ｈ
)
９
-
か

で
、
安
い
の
が
特
徴
と
≪
;
れ
て
い
ま

す
。
現
ａ
、
カ
ス
テ
ラ
、
き
な
こ
、

魚
肉
、
つ
け
物
、
し
ょ
う
油
、
マ
ー

マ
レ
ー
ド
、
高
家
、
み
そ
、
め
ん
類

わ
か
め
類
、
鮮
魚
介
類
、
茶
、
の
り

モニターの
調査・研究

ク
ム
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
■
ｐ

表
示
m
と
と
ｉ
Ｐ
Ｌ
ｌ
Ｓ
Ｓ
で
き
m

品
と
分
量
が
限
定
H
J
れ
て
い
ま
す
。

＜
発
色
剤
＞

肉
の
色
の
変
化
＊
i
S
l
t
Ｏ
、
肉
裂
品

を
桃
赤
色
に
保
つ
役
目
を
ｙ
る
も
の

で
す
。
発
色
剤
に
使
わ
れ
る
硝
酸
塩

や
亜
硝
酸
塩
は
、
そ
れ
自
身
に
色
は

あ
２
>
ま
せ
ん
が
食
品
中
の
色
素
と
作

用
し
て
、
色
を
固
定
さ
せ
発
色
さ
せ

ま
す
。
硝
酸
塩
は
、
肉
中
の
細
菌
に
よ
っ

て
還
元
さ
れ
亜
硝
酸
塩
と
し
て
作
用

し
ま
す
が
、
そ
れ
が
魚
肉
中
の
成
分

（
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
）
と
反
応
し
、

発
ガ
ン
物
質
を
つ
く
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

こ
の
様
に
、
食
品
添
加
物
に
つ
い

て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
毒
性
の
恐
ろ

し
さ
と
、
多
く
の
食
品
に
何
ら
か
の

添
加
物
が
含
ま
れ
て
い
る
現
状
に
、

が
く
然
と
し
ま
し
た
。
製
造
過
程
で

の
も
の
も
含
め
る
と
、
無
添
加
の
食

品
な
ど
無
い
に
等
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。こ
う
し
た
な
か
で
、
私
た
ら
は
、

よ
り
安
全
な
食
M
l
i
S
＊
確
保
す
る
た

め
、
同
じ
食
品
を
食
べ
続
け
な
い
こ

と
、
表
示
を
よ
く
確
め
て
、
な
る
べ

主な食品添加物と使用例

ゼ
ル
ン
｀
い

‘
’
が
状
性
が

性
ノ
ヽ
ロ
発
激
症
ン
た

ア
れ
テ
ヽ
い
刺
識
が
う

チ
傷
び
ス
毛
が
を
巾
発
の

ヽ
下
損
害
し
レ
脱
た
限
食
ヽ
性

毒
気
障
子
障
ヽ
い
コ
ヽ
う
ヽ
性
炎
ン

き
土
伝
臓
痛
ま
清
昇
の
孔
過
ふ
が

吐
匹
遺
肝
頭
め
血
上
性
鼻
一
ひ
発

ズ
．
菓
菓
こ
め
ヽ

一
ク
品
揚
物
ヽ
あ
ム
ヽ

途
チ
フ
゛
食
｀
干
ふ
水
ん
が
び

ヽ
一
ツ
ジ
ナ
ト
’
ヽ
う
ヽ
ぷ
脂
・
さ

ン
ピ
’
ン
ス
ン
タ
ン
と
物
ん
油
ム
わ

コ
ン
ル
レ
ヽ
タ
パ
リ
・
禎
で
ヽ
ヤ
粉

一
コ
フ
オ
素
ス
ヽ
が
豆
ヽ
’
品
ジ
ヽ

べ
｀
プ
｀
の
ン
膠
’
納
く
ん
製
ヽ
こ

用
ヽ
ラ
’
ン
プ
イ
油
マ
ヽ
や
め
練
こ
ぽ
漬

ム
ク
レ
モ
ー
ヽ
用
ヽ
そ
に
で
産
ら
ま
神

ハ
イ
グ
レ
ス
子
食
子
み
ん
ゆ
水
た
か
福

酸
ム
ノ
ン
ム
酸

硝
ウ
ェ
シ
ウ
ム
素
粉

名
｀
リ
フ
ノ
リ
ウ
1
0
4
号

ム
カ
ル
イ
ト
シ
ム

皿
一
刀
・
Ｉ

ウ
同
一
ヽ
ナ
ル
ウ
次
サ
３
色

品
リ
ヽ
ニ
ー
酸
酸
カ
シ
ー
一
一
宵

ト
ム
エ
Ｐ
ン
ン
Ｔ
Ａ
酸
ル
素
ム
２
号
｀

ナ
ウ
フ
叩
ミ
エ
Ｈ
Ｈ
ン
カ
水
ウ
色
0
6
号

薬
■
酸
リ
ト
Ｃ
タ
ク
Ｂ
Ｂ
コ
化
化
り
赤
、
‥
．
３

硝
ト
ル
ル
ル
ヽ
ル
酸
酸
卜
田
色

亜
ナ
オ
ー
グ
酸
グ
水
遇
ナ
食
一
一
一
緑

剤
剤
料
剤
剤
剤
料

類
止
色
色
腐
味
防
化
菌
着

種
発
防
調
謝
強
殺
誠

く
添
加
物
の
種
類
の
少
な
い
も
の
を

選
ぷ
よ
う
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、

りＪブ一テ性毒物加添品食
ｒ作製ムテスシ究研性毒Ｉ料資考参ぐ

疑
わ
し
い
添
加
物
は
禁
止
す
る
よ
う

働
き
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

例
納
付
額
計
算
書
、
納
付
書
な
ど
を

う
け
た
後
に
、
銀
行
、
侶
用
金
庫
、

農
協
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
特
例
納
付
金

融
資
の
内
容

▽
利
用
で
き
る
人

今
回
の
国
民
年
金
特
例
納
付
を
し

な
い
と
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
で

・
宇
治
市
内
に
一
年
以
上
住
ん
で
い

る
人

・
お
お
む
ね
年
収
が
百
五
十
万
円
以

上
あ
り
、
金
融
機
関
で
融
資
適
格

と
認
め
ら
れ
た
人

（
本
人
が
無
収
入
等
で
融
ｕ
m

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
所
得

の
あ
る
配
偶
者
等
納
付
義
搦
者
が
融

資
対
象
と
な
り
ま
罵
）

▽
融
資
額
・
・
・
1
0
万
円
～
6
0
万
円
以
内

▽
利
率
・
・
・
年
７
・
2
5
％
心
た
だ
し

金
融
情
勢
の
変
化
に
よ
り
変
動
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

▽
返
済
期
間
・
・
・
３
年
以
内

▽
返
済
互
？
克
利
均
等
月
賦
償
還

▽
担
保
・
保
証
人
・
・
・
原
則
と
し
て
不

哭
（
た
だ
し
、
状
況
に
よ
Ｓ
ｆ
ｆ
ｉ
証

人
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま

凭
）

▽
取
扱
期
間
・
・
・
昭
和
5
5
年
３
月
１
日

か
ら
６
月
3
1
日

▽
取
扱
金
融
機
関
・
・
・
京
都
銀
行
、
太

陽
神
戸
銀
行
、
京
都
相
互
銀
行
、

附
京
都
信
用
金
庫
、
伏
甚
信
用
金

庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
宇

洽
市
農
業
協
同
組
合
（
組
合
員
と

そ
の
家
族
、
お
よ
ぴ
準
組
合
員
の

み
）

（
い
ず
れ
も
市
内
の
本
・
守
居
）

世
帯
更
生
資
金
の
貸
付

右
の
金
融
機
関
の
融
資
聾
件
に
あ

て
は
ま
ら
な
い
低
所
得
の
人
に
は
、

世
帯
更
生
資
金
賃
付
制
度
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

賃
付
金
額
は
、
一
人
当
り
二
十
五

万
円
以
内
で
、
特
例
納
付
に
娶
す
る

金
額
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
額
で

す
。

世
帯
更
生
資
金
の
貸
付
申
込
書
の

提
出
期
限
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
で

す
。
今
す
ぐ
お
近
く
の
民
生
委
員
さ

ん
か
、
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会
（

電
話
Ｑ
ｉ
Ｄ
ｃ
Ｄ
ｉ
Ｄ
０
）
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

いＬ
さ
だくてし卜一タス

！

あ４
Ｃ●●・い

らた
っ
ま決Ｉカ標日

｀

○

すまし現実で年３を夢のたなあ

金積期定
－
－
－

服袖■ 一
一

的
一
に

理
ぺ
定

合
・
予

る
イ
ご

き
ハ
と

で
に
入

プ
け
収

ッ
だ
ご

ア
れ
の

も
そ
た

金
Ｏ
な
Ｏ

立
す
あ
い

積
で
Ｏ
さ

て
金
す
だ

せ
預
ま
く

わ
の
め
め

あ
プ
し
じ

に
イ
楽
は

加
タ
が
お

増
一
曹
て

の
ユ
貯
せ

入
ニ
の
わ

収
な
、
ス
あ

さ
無
期
い

は
に
定
で

‘
的
的
く
ん

目
画
の
選

ど
計
信
を

な
も
京
ン

学
事
ヽ
南
ラ

入
何
・
プ

ヽ
ヽ
す
た

婚
が
で
つ

結
う
の
合

゛
よ
も
に

行
し
い
た

旅
で
た
な

゛
ち
し
あ
゜

ム
持
現
ち
す

一
お
実
な
ま

ホ
ま
く
、
ノ
け

イ
ざ
な
金
だ

マ
ま
理
積
た

庫金用信都京南
９

自
治
功
労
者
な
ど
表
彰

三
月
一
日
、
市
民
会
館
で
自
治
功

労
者
や
篤
志
者
の
表
彰
、
感
謝
状
の

贈
呈
な
ど
、
市
制
施
行
二
十
九
周
年

の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回

衷
彰
お
よ
ぴ
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け

ら
れ
る
の
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
賂
）

▽
自
治
功
労
者

青
田
福
次
郎
植
村
庄
三
郎

辻
栄
次
郎
辻
益
三

関
酉
清
太
郎
三
木
一
郎

中
谷
松
太
郎
田
島
の
ぷ

柴
田
信
三

心
故
）
関
米
三
郎

▽
罵
志
者
心
株
）
公
益
社
柳
田
十
三
雄

北
川
弘
大
酉
繁
造

宇
治
久
世
歯
科
医
師
会

畑
中
楢
三
郎
池
本
菊
次

池
本
恭
幸
細
見
佳
子

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ー
、
ス
ト
宇
治

▽
優
良
職
員

山
本
甚
三
郎
佐
藤
敏
子

北
川
ミ
ヨ
山
本
司
郎
‘

森
本
幸
雄
簸
内
秀
弘

松
尾
匡
木
谷
房
一

武
内
太
″
ハ
ー
能
勢
繁

浅
野
武
雄
吉
田
忠
三

前
川
栄
升
田
嘉
正

高
田
晃
宏
‘
種
村
艶
子

杉
原
正
明
村
上
好
弘

▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
・
組
合
長

本
町
納
税
貯
蓄
組
合

中
山
納
税
貯
蓄
組
合

向
島
納
税
貯
蓄
組
合

越
田
徳
太
郎
＝
宮
ノ
前

酒
谷
新
四
郎
1
1
新
田

中
井
博
＝
伍
町

東
兵
太
郎
＝
一
丁
目

孫
工
武
義
＝
宮
中

▽
ｇ
堰
災
害
共
済
審
査
委
員

大
石
嘉
雄
田
村
幸
男

山
田
一

▽
市
医
奥
助
一
神
谷
矢
八

田
中
義
剛
服
部
・
幸
子

増
井
昭
二

吉
岡
英
夫

小
林
キ
ク
子

鋼
江
邦
四
郎

北
尾
善
男

ウ
匹
岡
市
光

服
部
宗
五
郎

土
山
良
造

松
田
恒
知

今
井
義
武

中
島
周
子

藤
井
一
男

大
石
嘉
明

内
田
三
郎

▽
校
医
曽
我
部
喜
久
子

飛
田
昇

八
田
信
子

内
田
健
三
郎

▽
学
校
栞
剤
師

▽
公
民
部
分
館
長

▽
社
会
教
育
委
員

松
本
登

記念式典

山
本
泰
雄

今
林
誠
次

笹
平
達
男

小
柳
津
島

佐
野
俊
夫

田
畑
京
子

林
随
興

西
野
剛

浜
口
礼
子

常
盤
太
助

能
勢
家
博

大
石
嘉
雄

永
田
午
郎

笹
平
・
達
男

佐
野
俊
男

大
石
嘉
明

山
本
郷
子

長
沢
一
雄

和
田
安
治

▽
文
化
財
保
護
委
員

杉
山
信
三

▽
体
育
指
導
委
員

井
上
陽
男

▽
民
生
委
員
推
せ
ん
会
委
員

田
島
の
ぷ

▽
民
生
児
童
委
員

青
斑
采
郎

大
北
幸
平

小
川
士
海

長
村
幸
子

斉
藤
幸
子

菅
野
唯
A
J

永
ａ
ｍ
.

深
谷
ス
エ

元
山
君
代

森
田
フ
サ
エ

▽
保
護
司

荒
木
栄
子

北
川
啓
一

長
沢
キ
ク

松
本
登

山
下
六
之
助

▽
行
政
相
談
委
員

松
本
登

荒
木
嘉
夫

小
川
種
三
郎

奥
田
富
子

久
保
見
千
恵

佐
久
間
和
子

滝
沢
美
佐
尾

西
村
菊
枝

藤
井
性
市

森
あ
や
子

湯
浅
政
三

蛋
美
佐
保

田
島
の
ぷ

西
本
＝
ト

向
井
正
存

下
城
諭

▽
市
施
行
事
業
協
力
者

中
林
長
三
郎

上
田
利
一

竹
本
孝
男

西
川
静
江

梅
村
清
一

三
宅

永
原
西
村

清
子

安
一

久
枝

小
山
光
男
小
山
蔓

山
中
末
子
多
田
滋
夫

京
都
グ
ラ
ビ
ア
印
刷

奥
田
富
和
小
山
茂
一

宗
教
法
人
西
導
寺

小
山
長
次
郎
田
中
三
千
男

久
保
田
弘
酒
谷
新
四
郎

小
島
忍
岩
淵
淳

平
安
建
設
株
式
会
社

中
川
亀
吉
中
川
安
次
郎

山
田
建
二
佐
蕎
豆
壬

▽
市
事
業
請
負
業
者

株
式
会
社
大
春
工
業

株
式
会
社
熊
谷
組

ユ
’
一
チ
カ
株
式
会
社
エ
ン
ピ
ー

ア
＝
＼
｡
＼
グ
事
業
ぶ
郎

奥
田
建
設
工
業
株
式
w

関
口
工
業
株
式
会
社

▽
市
立
学
校
教
職
員

村
田
文
子

小
谷
等
ｔ

増
田
昭
二

寺
嶋
喜
和

広
野
満
江

山
口
正
之

津
阪
正
夫

▽
高
額
寄
付
者

加
賀
爪
二
三
枝

高
畑
三
代
子

木
佐
一
茂
子

植
村
偉
子

東
谷
滴

杉
井
弘
和

日
産
車
体
株
式
会
社

互
応
化
学
工
業
株
式
会
社

平
井
英
夫

‐

‐

－

▽
町
内
会
長
・
自
治
会
長

田
中
一
＝
東
岡
谷
連
合

大
藪
牌
太
郎
ｎ
広
芝
第
七

古
川
典
明
＝
平
野

中
田
正
吉
‐
日
皆
田
十

藤
田
稔
―
南
部
連
合

浅
田
一
次
Ｈ
禍
角
住
宅

平
野
義
美
＝
権
現
町

大
西
修
＝
中
本

藤
井
政
信
ぼ
城
陽
荘
運
合

奥
田
定
雄
1
1
か
け
こ
し

中
井
孝
男
＝
下
村

中
高
善
.
≪
=
酉
垣
池

谷
口
純
一
―
ゆ
か
り

吉
岡
秋
男
＝
安
田
町

国
民
年
金

特
例
納
付
金
融
資
を
実
施

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
六
十
歳
ま
で
に
一
定
の

保
険
料
椚
付
期
間
（
納
付
免
除
期
間

も
含
む
）
が
必
要
な
だ
め
、
国
m

金
に
加
入
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た
り

長
い
期
間
保
険
料
を
納
め
て
な
い
人

は
、
せ
っ
か
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
救
済
策
と
し

て
、
六
月
末
ま
で
に
限
り
、
時
効
で

納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
期
間
に
つ
き

一
ヵ
月
四
千
円
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
特
例
納
付
制
度
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
な
ど
の
任
意
加
入
者
は
、
で

き
ま
せ
ん
。
）

５月31日
まで

宇
治
市
で
は
、
こ
の
制
度
を
利
用

さ
れ
る
人
が
、
ま
と
ま
っ
た
資
金
を

必
要
と
す
る
場
合
、
少
し
で
も
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
市
内
の
必
一
融
樹

関
で
一
般
の
令
一
利
よ
り
低
利
な
「
国

民
年
金
特
例
納
付
金
融
資
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
融
資
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
宇
治
市
役
所
国
民
年
金
係
で
特

Ｚ
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三
種
混
合
予
防
接
種

４
月
か
ら
毎
月
実
施

三
種
曼
早
防
接
租
値
毎
年
十
二

月
か
ら
三
月
ま
で
匁
傘
の
四
ヵ
月
に

限
っ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
四
月
以
降
も
毎
月
一
回
市
役

所
前
の
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

タ
ー
で
、
四
月
二
日
、
三
十
日
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
三
種
混
合
の
接
種
時
期
と
回
数

・
１
期
・
・
・
陶
２
歳
～
４
歳
＝
３
～
８

泗
間
隔
で
３
回
接
種

休
日
急
病
診
療
所

対
鳳
庵

今
日
か
ら
開
席

･
M
時
間
・
・
・
午
前
1
0
時
～
正
午
と

午
後
１
時
～
５
時

・
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
役
所
向
い
側

・
診
療
科
目
・
・
・
内
科
、
小
児
科
、
歯

科

健
康
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

廃
車
な
ど

届
は
３
月
中
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
動
車
（
S
J
J
以
下
）

ま
た
は
農
耕
作
業
用
自
動
軍
＝
届

出
先
は
市
役
所
市
民
税
課

▽
二
輪
ま
た
は
三
輪
の
軽
自
動
車
＝

届
出
先
は
陸
運
事
務
所

ま
た
、
ヽ
昭
和
五
十
四
年
分
の
所
得

証
明
や
課
税
証
明
の
発
行
は
、
六
月

一
日
以
降
と
な
り
ま
す
。

（
市
民
税
課
）

Ｉ

Ｉ

』

■

↓

車
椅
子
・
特
殊
寝
台

の
貸
出
し

市
で
は
、
身
体
の
不
自
由
な
老
人

移動図書館（3月分）

ａ
鸚
緯
親

倉
倉
丘
チ

討
監

0
0
0
0

c
o
o
ｒ
o
o

一
●
一
1

1
1
ｒ
j
-
t
ｔ
t
o

1
1
1
1

n
n
0
0
0
0

C
O
C
3
Ｃ
Ｏ
０

ｅ
ｌ
ｌ
一

〇
４
ｃ
ｏ
r
n

1
1
1
1

倉
倉
島
山

χ
χ
月
。
刈
’

北
南
槙
蔭
晶
晶

の
生
活
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
次

の
用
具
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

▽
孝
入
用
車
椅
子

病
弱
等
に
よ
り
自
力
歩
行
が
困
難

で
、
通
院
ま
た
は
健
康
回
復
の
た

め
必
要
と
さ
れ
る
6
5
歳
以
上
の
人

▽
ね
た
き
り
老
人
特
殊
蚤
口

6
5
歳
以
上
の
低
所
得
世
帯
の
ね
た

宿
学
ハ

希
望
さ
れ
る
人
は
、
福
祉
事
務
所

老
人
福
祉
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

（
福
祉
課
）

ぎ
ご
玉
諮
ご
濃
無
三

一
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。
一
一
作
一
四
一
一
一
一
匹
一

1
3

ぎ
フ
』

焦

廠
四

滋
万
－

゜

゛

ム
４
四
皿
四
こ
ゴ
Ｊ
‐
ヒ
ー
器
皿
舅

じ
ご
黛
ぶ
Ｉ
ペ
Ｊ
Ｊ
ご

皿

叩
に

一
臨
一
竺
一
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ご
聚
血
す
み
お

1
1
1
1
一
一
1
1
1
1
－
１
－
－
－
・
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
ｊ

ａ
ヤ
丁
こ
ご
こ
所
八
こ
し
窓
首
臨
計
算
１
■

ゴ
こ
⊇
且
百

錨
且
言
特
且
葺
評
言
言

―
－
－
－
Ｉ
－
ｌ
ｊ
・

言
一
言
言

で
゜
Ｅ
四

生
だ
衛
く
健
絡
″
四

役
で
市
ま
は
所
人
健
い
保
な
は
か
人
届
い
の
な
知
か
通
届
の
の
診
知
健
通
児
の
月
診
ヵ
健
心
皿
ｌ
Ｏ
体

’
い
低

診
さ
’

健
だ
診

児
く
健

月
絡
児

力
連
歳

３
ご
３

▼
▼

園Ｅ″

ｙ
織1

4
一
1
0
1
1

原ヶ緑

山
取

炭
笠
詔

匹0
0
0
2
0
4

難万

3
0

1
4ゝ

3
0

1 3

一

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

社神田四001
5ゝ

0
0

1
4田勢伊

詔
而
旺迂

一

1
0

蔵
山
地
蔵
六
御

見
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

土
地
の
地
目
変
更
や
家
屋
の
新
・

増
築
な
ど
を
さ
れ
た
人
、
土
地
・
家

屋
や
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る

人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。な
お
、
土
地
の
評
価
は
Ｒ
記
地
目

に
関
係
な
く
、
現
況
に
よ
る
評
価
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▽
期
間
・
：
３
月
2
0
日
ま
で
、
時
間
は

下

一
ン
幡
前

リ
ウ
木
場
店

タ
タ
車
コ

ー
ン
駐
ハ

ロ
ー
寺
夕

山
り
福
垣

南
グ
万
梅

0
0
0
0

J
一
3
3
0

1
0
1
1
1
4
1
6

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

0
0
0
0
5
0
0
0

＠
一
ｅ
一

1
0
1
1
1
3
1
5

山
谷
栗
山岡
南

南
広
黄
東

箔ｎ
乙
ぐ

ｔＪ間鵬月今宍銀に

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

▽
場
所
・
・
・
市
役
所
資
産
税
課

▽
不
服
の
申
出
・
・
・
価
格
な
ど
に
不
服

の
あ
る
人
は
、
３
月
3
1
日
ま
で
に

文
書
に
て
宇
治
市
固
定
資
産
評
価

審
套

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
資
産
税
課
）

うよしまい使こＣ利便を話電

診
夥
『

ユ
チ
テ
ス
ま

シ
ッ
ム
ネ
リ
・

・
有
配
雷

皆
昌

竪
品
昌

塁
脱
帽

言
大
穴

一ナマの話電いたきおてっ知

に
う
Ｈ
に

度

搦
回

ｔ

［
見
い
て

を
ら
つ

モ
ぐ
待

メ
回
分

よ
狗
３

－ル
音
中

ヤ
し
し

イ
出
話

ダ
呼
お

☆
☆
☆

局話電報電治宇今μ
¨
を言とひの

Ｊ
んせまみす

ｒ

ｓ
話電χしがちま

７ｎ
乙
只
》

消
防
ひ
ろ
ぱ
２
日
正
午
か

ら
５
時
ま
で
、
宇
治
橋
通
り
一
帯
（

こ
の
日
は
歩
行
者
天
国
に
）
で
。
消

防
車
や
器
具
の
展
示
と
救
助
訓
練
、

防
火
相
談
な
ど
を
行
い
、
春
の
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。
落
が
き
コ

ー
ナ
ー
や
一
一
九
円
＝
－
ナ
ー
ね
設

定
。
（
消
防
本
部
）

「
耳
の
日
」
の
無
料
相
談

３
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
、
宇
治
保

娃
所
で
。
耳
の
日
に
ち
な
ん
で
、
専

門
医
師
に
よ
る
耳
の
相
談
を
開
設
。

（
宇
治
保
健
所
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
作
品
展
４
日
～
６
日
午
前
９

時
か
ら
向
日
市
民
会
館
で
。
入
賞
作

品
6
5
点
と
府
剛
部
の
市
町
村
の
児
童

・
生
徒
、
一
股
の
作
品
を
展
示
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

名
作
映
画
鑑
賞
会
７
日
午

後
２
時
か
ら
公
民
§
（
I
E
民
会
館
）

３
悶
大
会
議
室
で
。
府
の
移
勤
文
化

芸
術
劇
場
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
カ

ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
」
（
2
6
年
松
竹

）
を
上
映
。
入
場
無
弩

（
公
民
館
）

第
６
回
善
法
文
化
祭
７
日

～
９
日
普
法
隣
保
館
・
集
会
所
で
。

生
花
、
書
道
、
保
育
所
園
児
の
作
品

展
示
。
映
画
会
は
３
日
午
後
２
時
と

７
時
の
２
回
。
茶
会
・
模
擬
店
は
９

日
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
。
子
ど
も

手
づ
く
り
＝
Ｉ
ナ
ー
は
９
日
午
前
ｃ

時
～
正
午
。
（
社
会
教
育
課
）

卵
の
料
理
教
室
８
日
午
後

１
時
か
ら
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

で
。
料
理
研
究
家
の
星
歴
宍
智
子
さ

ん
の
指
導
で
卵
料
理
と
お
菓
子
一
品

を
作
る
。
材
料
費
七
百
円
。
定
員
3
0

人
。
申
し
込
み
は
５
日
ま
で
に
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
（
2
1
－
２
３
１
５
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

市
民
歩
こ
う
会
９
日
午
前

８
時
半
国
鉄
宇
治
駅
前
槃
〈
い
。
湖
南

ア
ル
プ
ス
（
太
神
不
動
）
方
面
へ
。

約
1
3
キ
Ｄ
°
雨
具
、
弁
当
、
交
通
賢

な
ど
持
参
。
雨
天
1
6
日
に
順
延
。

（
社
会
教
育
課
）

特
別
健
康
講
座
８
日
午
後

２
時
か
ら
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
。

京
都
府
立
医
大
助
教
授
福
井
厳
さ
ん

の
講
演
「
肥
満
と
健
康
」
。
京
都
ア

ス
レ
チ
″
ク
ク
ラ
ブ
ス
イ
ト
ピ
ア
広

中
ミ
ュ
キ
さ
ん
の
実
技
指
導
「
肥
滴

体
操
」
。
対
象
は
、
市
内
在
住
の
成

人
。
参
加
は
無
弩
（
保
健
衛
生
課
）

確
定
申
告
無
料
相
談
所
５

日
～
８
日
、
1
0
日
～
1
2
日
に
商
工
会

議
所
で
。
６
日
と
７
日
、
1
1
日
と
1
2

日
に
京
都
銀
行
小
倉
支
店
で
。
４
日

と
６
日
、
1
1
日
と
1
2
日
に
六
地
蔵
公

会
堂
で
開
設
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
か
ら
午
後
４
時
。

（
宇
治
税
務
署
）

1
1
1
1
1
－
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

訂
正
と
お
わ
び
「
水
田
転

作
に
ご
協
力
を
」
の
記
事
を
２
月
2
1

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
表

の
中
で
、
宇
治
市
の
転
作
目
標
面
積

は
、
正
し
く
は
5
3
・
。
5
4
年
度
5
5
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
5
5
年
度
7
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す
の
で
訂
正
し
ま
す
。

岡
田
健
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

木
幡
南
山
八
〇
一
二
二
二

健康の
コーナー

生
広
抽
ヽ
ノ

月
書
は
課

３
文
合
生

年
所
場
衛

９
役
の
健

ぐ
市
数
保

ん
・
多
ぐ

さ
す
・

子
ま
い

お
い
さ

る
て
だ

す
し
く

載
集
絡

掲
募
連
Ｏ

に
を
ご
す

欄
３
に
ま

の
れ
課
し

こ
ま
報
哩

お
知
ら
せ

そよかぜ号巡回日程
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’
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

き
ょ
う
三
月
一
日
か
ら
平
等
院
一
現
在
’
Ｓ
車
Ｑ
-
＆
m
さ
れ
て
い

前
の
宇
治
川
堤
に
あ
る
市
営
茶
室
一
る
人
は
ヽ
そ
の
旨
の
届
出
蛍
二
月
三

「
対
鳳
庵
」
が
開
席
し
て
い
ま
一
十
一
日
ま
で
に
す
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